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川越地区消防組合
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水
辺
の
事
故
に
注
意
!!

　海
や
河
川
、
プ
ー
ル
な
ど
の
水
辺
で
起
こ
る
事
故
は
、
一
般
に
水
難
事
故
と

よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
夏
を
迎
え
る
こ
の
時
季
に
な
る
と
、
「
水
泳
中
に

人
が
溺
れ
た
！
」
、
「
子
供
が
川
に
流
さ
れ
た
！
」
と
い
っ
た
水
難
事
故
が
、

全
国
で
数
多
く
発
生
し
ま
す
。

　屋
外
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
絶
好
の
季
節
、
水
遊
び
や
釣
り
な
ど
で
水
辺
に

出
か
け
る
機
会
も
増
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
水
難

事
故
か
ら
身
を
守
り
、
楽
し
く
安
全
な
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

●
ひ
と
り
で
は
水
辺
に
遊
び
に
行
か
な
い
。

●
小
さ
い
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。
ま
た
、
絶
対
に
子
供
だ
け
で
は
水
辺
で

　遊
ば
せ
な
い
。

●
急
に
は
水
に
入
ら
ず
、
よ
く
準
備
体
操
を
し
て
、
定
期
的
に
休
憩
を
と
る
。

●
釣
り
な
ど
で
ボ
ー
ト
に
乗
る
時
は
、
必
ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

●
気
象
の
変
化
に
よ
く
注
意
し
て
、
天
候
が
悪
化
し
た
時
は
水
辺
か
ら
離
れ
、

　安
全
な
建
物
な
ど
に
避
難
す
る
。

　泳
い
で
助
け
に
い
く
の
は
非
常
に
危
険
で
す
。
絶
対
に
不
用
意
に
飛
び
込
ま

ず
、
す
ぐ
に
消
防
署
に
通
報
し
、
大
き
な
声
で
周
囲
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
協
力
者
が
集
ま
り
、
十
分
な
安
全
が
確
認
で
き
た
場
合
に
限
り
、
周

囲
の
人
と
協
力
し
、
ロ
ー
プ
や
釣
り
竿
、
浮
き
輪
な
ど
を
使
い
、
溺
れ
て
い
る

人
を
陸
地
に
引
き
寄
せ
て
助
け
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
も
、
絶
対
に
水
の
中
に
入

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
安
全
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
事
故
現
場
か
ら
目
を

離
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
消
防
隊
の
到
着
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　一
人
ひ
と
り
が
注
意
を
払
い
、
水
難
事
故
を
防
止
し
て
、
楽
し
い
夏
の
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

消
　

防
　

局
　

警
　

防
　

課
　
℡
２
２
２
‐
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消
防
局
指
揮
統
制
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
０
０

【
水
難
事
故
を
防
止
す
る
ポ
イ
ン
ト
】

【
も
し
、溺
れ
て
い
る
人
を
見
た
時
は
！
】

2012.6
第２２号

水難事故の発生時季に備えた、潜水隊と舟艇隊の連携訓練の様子

平成24年度予算　　4,735,149,000円 消防局総務課　TEL 222-0741

歳 入

歳 出
※比率（％）の合計は、端数処理の関係で100％とならない場合があります。「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。

　当消防組合は平成23年度に救助工
作車Ⅲ型を更新しました。
　この車両は川越中央消防署に配置
され、救助活動に関する専門的な知
識と技術を併せ持った高度救助隊が
運用します。
　一般的な救助用資機材のほか、災
害時の人命検索の効果を大きく向上
させる『電磁波探査装置』、『二酸
化炭素探査装置』といった高度な探
査装置を新たに積載し、管内救助体制の更なる充実強化を図りました。
　その活動は当消防組合管内にとどまらず、大規模な災害が発生した時は、緊
急消防援助隊として出動し、被災地での救助活動にあたります。
消防局警防課　℡２２２－５８９１

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　消
火
活
動
の
協
力
に
対
し
、
消
防
局
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

・
川
越
市
新
宿
町
三
丁
目

　
　佐
野
和
美
さ
ん

・
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　佐
野
ち
ひ
ろ
さ
ん

・
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　佐
野
宏
和
さ
ん

・
坂
戸
市
大
字
横
沼

　
　
　
　八
巻
勝
さ
ん

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

さ

の

さ

の

か
ず

み

さ

の

ひ
ろ

や

ま
き
ま
さ
る

か
ず

負担金（消防行政を運営するのに必要な負担金（組合を構成する川越市･川島町からの負担金））
使用料及び手数料（消防関係検査等の手数料等）
財産収入（基金運用の利子等）
繰越金（前年度から持ち越されたお金のこと）
諸収入（受託収入等の他の収入科目に含まれないもの）
組合債（金融機関等からの借入金）
歳入合計

4,474,566,000円
4,070,000円
125,000円

20,000,000円
24,788,000円
211,600,000円

4,735,149,000円

（94.5％）
（ 0.1％）
（ 0.0％）
（ 0.4％）
（ 0.5％）
（ 4.5％）

議会費（議員報酬等の議会運営費）
総務費（組合管理者・公平委員・監査委員等の特別職の報酬等の経費）
消防費（消防・救急等に必要な経費及び消防施設の建設費等）
公債費（借入金の元金、利子の返済のための経費）
予備費
歳出合計

5,740,000円
3,090,000円

4,424,818,000円
297,001,000円
4,500,000円

4,735,149,000円

（ 0.1％）
（ 0.1％）
（93.4％）
（ 6.3％）
（ 0.1％）

平
成
23
年
度
の
情
報
公
開
制
度
と

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
報
告

●
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

　住
民
の
み
な
さ
ん
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
促
進
と
、

開
か
れ
た
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
請
求
、
申
出
に

対
し
、
当
消
防
組
合
で
保
有
し
て
い
る
公
文
書
を
公
開

す
る
『
情
報
公
開
制
度
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　平
成
23
年
度
の
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

●
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　住
民
の
み
な
さ
ん
の
権
利
や
利
益
の
保
護
と
、
公
正

で
信
頼
さ
れ
る
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
当
消
防
組

合
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ル
ー

ル
を
定
め
、
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
な
ど
を
請
求
す

る
権
利
を
保
障
す
る
『
個
人
情
報
保
護
制
度
』
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　平
成
23
年
度
の
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

消
防
局
総
務
課
　
℡
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２
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虹 色 通 信 ～ 救助工作車Ⅲ型を更新!! ～

実 施 機 関

議 会

管 理 者

消 防 長

公平委員会

監 査 委 員

合 計

全部公開

0

0

0

0

0

0

部分公開

0

2

0

0

0

2

非 公 開

0

0

0

0

0

0

取り下げ

0

0

0

0

0

0

合 計

0

2

0

0

0

2

情報公開制度の実施機関別決定件数（件）

実 施 機 関

議 会

管 理 者

消 防 長

公平委員会

監 査 委 員

合 計

全部開示

0

3

0

0

0

3

部分開示

0

2

0

0

0

2

非 開 示

0

0

0

0

0

0

取り下げ

0

0

0

0

0

0

合 計

0

5

0

0

0

5

個人情報保護制度の実施機関別決定件数（件）

※ 訂正などの請求は、ありませんでした。

更新された救助工作車Ⅲ型（川越中央救助１）



ー２ー火事・救急・救助は119番ー３ー 火事・救急・救助は119番

住宅用火災警報器を設置しましょう！　　　　日頃のお手入れもお忘れなく！住宅用火災警報器を設置しましょう！　　　　日頃のお手入れもお忘れなく！
　
９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す
。
ま
た
、
９
月
９
日
を
含

む
一
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
、
全
国
で
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
消
防
組
合
で
は
、
『
救

急
フ
ェ
ア
２
０
１
２
』
を
次
の
よ
う
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

１
　
屋
外
イ
ベ
ン
ト

●
川
島
会
場

開
　催
　日

　平
成
24
年
９
月
８
日
㈯

開
催
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
12
時

開
催
場
所
　
カ
イ
ン
ズ
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ル
内

　
　
　
　
　
（
川
島
町
上
伊
草
地
内
）

●
川
越
会
場

開
　催
　日

　平
成
24
年
９
月
９
日
㈰

開
催
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

開
催
場
所
　
ク
レ
ア
パ
ー
ク
内
（
川
越
市
脇
田
町
地
内
）

実 

施 

内 

容

　
・
心
肺
蘇
生
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
説
明

　
・
救
命
処
置
や
応
急
手
当
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　※

屋
外
イ
ベ
ン
ト
は
、
荒
天
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

２
　
屋
内
イ
ベ
ン
ト

開
　催
　日

　平
成
24
年
９
月
９
日
㈰

開
催
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

開
催
場
所
　
川
越
地
区
消
防
局
　
３
階
講
堂
（
川
越
市
神

　
　
　
　
　
明
町
）

講
習
内
容
　
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
と
人
工
呼

　
　
　
　
　
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
な
ど
の
応
急
手
当

対

　
　象
　
お
お
む
ね
中
学
生
以
上
で
、
川
越
市
、
川
島

　
　
　
　
　
町
に
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
在
学
の
方

　
　
　
　
　※

受
講
者
に
は
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

定

　
　員
　
先
着
30
人

も
し
、水
難
事
故
を
見
つ
け
た
ら
！

　
水
辺
の
事
故
や
溺
れ
て
い
る
人
を
目
撃
し
た
時
は
、
泳

い
で
助
け
に
行
こ
う
と
せ
ず
、
大
き
な
声
で
、
た
く
さ
ん

の
協
力
者
を
集
め
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
そ
の
際
、
消
防
署
で
は
次
の
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
す

の
で
、
落
ち
着
い
て
、「
ゆ
っ
く
り
」・「
は
っ
き
り
」・

「
正
確
に
」
教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
事
故
の
発
生
場
所

　
・
も
し
、
今
い
る
場
所
の
住
所
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、

　
　
付
近
の
人
に
尋
ね
た
り
、
目
標
に
な
る
よ
う
な
大
き

　
　
な
建
物
、
橋
な
ど
の
名
前
を
伝
え
た
り
し
て
く
だ
さ

　
　
い
。

●
事
故
の
内
容
や
状
況

　
・
人
が
溺
れ
た
、
ボ
ー
ト
が
転
覆
し
た
、
と
い
っ
た
事

　
　
故
の
目
撃
状
況

　
・
溺
れ
た
人
の
人
数
、
性
別

　
・
着
て
い
た
服
の
色
、
柄

　
　
な
ど
の
特
徴

　
・
事
故
現
場
ま
で
の
道
順

　
　
や
進
入
路

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
指
令

管
制
員
が
問
い
か
け
ま
す
の

で
、
落
ち
着
い
て
答
え
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
消
防
隊
が
到
着
し

た
際
は
、
ど
の
場
所
で
目
撃
、

通
報
し
た
の
か
、
ど
の
辺
り
で
事
故
が
発
生
し
た
の
か
な

ど
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
消
防
隊
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
た
ち
の
情
報
の
積
み
重
ね
が
、

迅
速
な
消
防
活
動
と
尊
い
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
局
指
揮
統
制
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
０
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消
火
器
の
表
示
が
変
わ
り
ま
し
た

『
救
急
フ
ェ
ア
２
０
１
２
』の
開
催
に
つ
い
て

夏
の
火
災
に
ご
用
心
!!

　
　

　
平
成
23
年
度
、
当
消
防
組
合
管
内
で
は
、
７
件
の
水
難

救
助
出
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
消
防
組
合
で
は
、
川
越
西
消
防
署
名
細
分
署
を
水
難

事
故
の
基
幹
署
に
指
定
し
、
水
難
救
助
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

で
あ
る
潜
水
隊
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
危
険
な
水
中
で

の
救
助
活
動
に
あ

た
る
潜
水
隊
。
国

家
資
格
の
潜
水
士

免
許
を
取
得
し
、

当
消
防
組
合
の
定

め
る
訓
練
を
修
了

し
た
者
の
中
か
ら

選
抜
さ
れ
た
隊
員

が
、
消
防
局
長
か

ら
の
任
命
を
受
け
、

潜
水
隊
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
当
消
防

組
合
に
は
24
人
の
潜
水
隊
員
が
任
命
さ
れ
て
お
り
、
住
民

の
安
心
と
安
全
を
守
る
た
め
、
日
々
厳
し
い
訓
練
を
重
ね

て
い
ま
す
。

消
防
局
警
防
課
　
℡
２
２
２‐

５
８
９
１

　
当
消
防
組
合
管
内
に
は
、
入
間
川
、
荒

川
と
い
っ
た
川
幅
の
広
い
一
級
河
川
が
流

れ
て
お
り
、
川
遊
び
や
釣
り
な
ど
の
水
辺

の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
と
も
に
、

河
川
な
ど
で
の
水
難
事
故
の
発
生
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
当
消
防
組
合
で
は
水
難
事
故
に
備
え
、

初
動
体
制
の
強
化
を
図
る
べ
く
、
河
川
を

管
轄
区
域
に
持
つ
消
防
署
、
分
署
に
、
舟

艇
と
よ
ば
れ
る
ボ
ー
ト
（
折
り
畳
み
舟
艇

５
艇
、
ゴ
ム
舟
艇
２
艇
）
を
配
備
し
て
い

ま
す
。

　
舟
艇
を
受
け
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
は
、
河
川
訓
練
で

の
操
船
技
術
や
人
命
検
索
の
向
上
を
は
じ
め
、
水
難
救
助

現
場
に
お
い
て
舟
艇
隊
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
と
技
術
の

習
得
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
舟
艇
隊
と
、
水
中
に
潜
っ
て
救

助
活
動
を
行
う
潜
水
隊
が
併
せ
て
配
置
さ

れ
て
い
る
川
越
西
消
防
署
名
細
分
署
で
は
、

水
難
救
助
現
場
で
の
両
部
隊
の
緊
密
な
連

携
を
目
指
し
、
秋
季
、
冬
季
で
も
様
々
な

状
況
を
想
定
し
た
連
携
訓
練
を
通
年
に
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
毎
年
夏
本
番
を
迎
え
る
前
に

は
、
組
合
管
内
の
入
間
川
で
、
迅
速
か
つ

確
実
な
救
助
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、

各
部
隊
間
の
連
携
を
図
る
た
め
、
潜
水
隊

と
複
数
の
舟
艇
隊
と
に
よ
る
大
規
模
な
総

合
訓
練
『
水
難
救
助
連
携
訓
練
』
を
実
施

し
、
水
難
事
故
の
発
生
に
万
全
の
体
制
で
備
え
て
い
ま
す
。

消
防
局
警
防
課
　
℡
２
２
２‐

５
８
９
１

と
が
あ
り
ま
す
。
誤
っ
た
使
い
方
や
、
長
い
時
間
連
続
使

用
を
続
け
る
と
、
鉄
板
の
熱
が
伝
わ
り
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が

過
度
に
加
熱
さ
れ
爆
発
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
使
用
上

の
注
意
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
花
火

　
花
火
は
、
ろ
う
そ
く
な
ど
を
使
っ
て
種
火
か
ら
離
れ
て

点
火
し
ま
し
ょ
う
。
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
花
火
に
書
い

て
あ
る
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
、
周
囲
に
燃
え
や
す
い

物
の
な
い
、
広
い
場
所
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

　
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
、
消
火
器
の
安
全
上
の
注
意

事
項
の
表
示
義
務
や
、
適
応
火
災
表
示
の
変
更
な
ど
、
新

し
い
規
格
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
消
火
器
を
購
入
さ
れ
る
方
は
、
新
し
い
規
格

の
消
火
器
で
あ
る
こ
と
が
一
目
で
わ
か
る
『
適
応
火
災
表

示
の
イ
ラ
ス
ト
』
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
既
に
購
入
、
設
置
さ
れ
て
い
る
古
い
規
格
の
消

火
器
が
、
す
ぐ
に
使
え
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
改
正
を
利
用
し
た
悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
に
も
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
消
防
局
予
防
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

申
込
受
付
　
８
月
１
日
㈬
か
ら
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で
、
電
話
に
て
受

　
　
　
　
　
付
い
た
し
ま
す
。

消
防
局
救
急
課
　
℡
２
２
２‐

０
１
６
０

　
今
年
の
夏
も
、
節
電
対
策
で
扇
風
機
は
大
活
躍
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
夏
は
海
や
山
の
レ
ジ
ャ
ー
で
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
火
な
ど
を
楽
し
む
人
も
多
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
楽
し
い
季
節
を
快
適
で
安
全
に
過
ご
す
た
め
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
扇
風
機

　
長
年
使
用
し
て
い
る
扇
風
機
は
、

熱
や
湿
気
、
ほ
こ
り
な
ど
の
影
響

で
、
部
品
が
劣
化
し
発
熱
や
出
火

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
異
常
が
あ

る
時
は
す
ぐ
に
使
用
を
中
止
し
、
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
な

ど
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

●
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
使
用
す
る
こ

水
難
救
助
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
【
潜
水
隊
】

水
辺
の
事
故
、水
難
救
助
に
備
え
て
い
ま
す
！

川
越
会
場
で
は
、
消
防
音
楽
隊
の

演
奏
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取

り
扱
い
説
明
も
実
施
し
ま
す
！

精 鋭 揃 い の 屈 強 な 潜 水 隊 員

水辺の事故には
十分に注意して
ください！

昨 年 の 屋 外 イ ベ ン ト の 様 子

救命講習申し込み先電話番号
　　【消防局救急課】２２２－０１６０

消火器の
適応火災表示のイラスト

普通火災
A火災

油火災
B火災

電気火災
C火災

改正前 改正後

白

黄

青

白

黄

青

※屋外、屋内、両イベントの参加費は無料です。

【
Ａ
Ｅ
Ｄ
訓
練
】

【
普
通
救
命
講
習
】



ー２ー火事・救急・救助は119番ー３ー 火事・救急・救助は119番

住宅用火災警報器を設置しましょう！　　　　日頃のお手入れもお忘れなく！住宅用火災警報器を設置しましょう！　　　　日頃のお手入れもお忘れなく！
　
９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す
。
ま
た
、
９
月
９
日
を
含

む
一
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
、
全
国
で
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
消
防
組
合
で
は
、
『
救

急
フ
ェ
ア
２
０
１
２
』
を
次
の
よ
う
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

１
　
屋
外
イ
ベ
ン
ト

●
川
島
会
場

開
　催
　日

　平
成
24
年
９
月
８
日
㈯

開
催
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
12
時

開
催
場
所
　
カ
イ
ン
ズ
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ル
内

　
　
　
　
　
（
川
島
町
上
伊
草
地
内
）

●
川
越
会
場

開
　催
　日

　平
成
24
年
９
月
９
日
㈰

開
催
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

開
催
場
所
　
ク
レ
ア
パ
ー
ク
内
（
川
越
市
脇
田
町
地
内
）

実 

施 

内 

容

　
・
心
肺
蘇
生
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
説
明

　
・
救
命
処
置
や
応
急
手
当
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　※

屋
外
イ
ベ
ン
ト
は
、
荒
天
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

２
　
屋
内
イ
ベ
ン
ト

開
　催
　日

　平
成
24
年
９
月
９
日
㈰

開
催
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

開
催
場
所
　
川
越
地
区
消
防
局
　
３
階
講
堂
（
川
越
市
神

　
　
　
　
　
明
町
）

講
習
内
容
　
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
と
人
工
呼

　
　
　
　
　
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
な
ど
の
応
急
手
当

対

　
　象
　
お
お
む
ね
中
学
生
以
上
で
、
川
越
市
、
川
島

　
　
　
　
　
町
に
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
在
学
の
方

　
　
　
　
　※

受
講
者
に
は
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

定

　
　員
　
先
着
30
人

も
し
、水
難
事
故
を
見
つ
け
た
ら
！

　
水
辺
の
事
故
や
溺
れ
て
い
る
人
を
目
撃
し
た
時
は
、
泳

い
で
助
け
に
行
こ
う
と
せ
ず
、
大
き
な
声
で
、
た
く
さ
ん

の
協
力
者
を
集
め
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
そ
の
際
、
消
防
署
で
は
次
の
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
す

の
で
、
落
ち
着
い
て
、「
ゆ
っ
く
り
」・「
は
っ
き
り
」・

「
正
確
に
」
教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
事
故
の
発
生
場
所

　
・
も
し
、
今
い
る
場
所
の
住
所
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、

　
　
付
近
の
人
に
尋
ね
た
り
、
目
標
に
な
る
よ
う
な
大
き

　
　
な
建
物
、
橋
な
ど
の
名
前
を
伝
え
た
り
し
て
く
だ
さ

　
　
い
。

●
事
故
の
内
容
や
状
況

　
・
人
が
溺
れ
た
、
ボ
ー
ト
が
転
覆
し
た
、
と
い
っ
た
事

　
　
故
の
目
撃
状
況

　
・
溺
れ
た
人
の
人
数
、
性
別

　
・
着
て
い
た
服
の
色
、
柄

　
　
な
ど
の
特
徴

　
・
事
故
現
場
ま
で
の
道
順

　
　
や
進
入
路

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
指
令

管
制
員
が
問
い
か
け
ま
す
の

で
、
落
ち
着
い
て
答
え
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
消
防
隊
が
到
着
し

た
際
は
、
ど
の
場
所
で
目
撃
、

通
報
し
た
の
か
、
ど
の
辺
り
で
事
故
が
発
生
し
た
の
か
な

ど
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
消
防
隊
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
た
ち
の
情
報
の
積
み
重
ね
が
、

迅
速
な
消
防
活
動
と
尊
い
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
局
指
揮
統
制
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
０
０

消
火
器
の
表
示
が
変
わ
り
ま
し
た

『
救
急
フ
ェ
ア
２
０
１
２
』の
開
催
に
つ
い
て

夏
の
火
災
に
ご
用
心
!!

　
　

　
平
成
23
年
度
、
当
消
防
組
合
管
内
で
は
、
７
件
の
水
難

救
助
出
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
消
防
組
合
で
は
、
川
越
西
消
防
署
名
細
分
署
を
水
難

事
故
の
基
幹
署
に
指
定
し
、
水
難
救
助
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

で
あ
る
潜
水
隊
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
危
険
な
水
中
で

の
救
助
活
動
に
あ

た
る
潜
水
隊
。
国

家
資
格
の
潜
水
士

免
許
を
取
得
し
、

当
消
防
組
合
の
定

め
る
訓
練
を
修
了

し
た
者
の
中
か
ら

選
抜
さ
れ
た
隊
員

が
、
消
防
局
長
か

ら
の
任
命
を
受
け
、

潜
水
隊
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
当
消
防

組
合
に
は
24
人
の
潜
水
隊
員
が
任
命
さ
れ
て
お
り
、
住
民

の
安
心
と
安
全
を
守
る
た
め
、
日
々
厳
し
い
訓
練
を
重
ね

て
い
ま
す
。

消
防
局
警
防
課
　
℡
２
２
２‐

５
８
９
１

　
当
消
防
組
合
管
内
に
は
、
入
間
川
、
荒

川
と
い
っ
た
川
幅
の
広
い
一
級
河
川
が
流

れ
て
お
り
、
川
遊
び
や
釣
り
な
ど
の
水
辺

の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
と
も
に
、

河
川
な
ど
で
の
水
難
事
故
の
発
生
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
当
消
防
組
合
で
は
水
難
事
故
に
備
え
、

初
動
体
制
の
強
化
を
図
る
べ
く
、
河
川
を

管
轄
区
域
に
持
つ
消
防
署
、
分
署
に
、
舟

艇
と
よ
ば
れ
る
ボ
ー
ト
（
折
り
畳
み
舟
艇

５
艇
、
ゴ
ム
舟
艇
２
艇
）
を
配
備
し
て
い

ま
す
。

　
舟
艇
を
受
け
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
は
、
河
川
訓
練
で

の
操
船
技
術
や
人
命
検
索
の
向
上
を
は
じ
め
、
水
難
救
助

現
場
に
お
い
て
舟
艇
隊
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
と
技
術
の

習
得
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
舟
艇
隊
と
、
水
中
に
潜
っ
て
救

助
活
動
を
行
う
潜
水
隊
が
併
せ
て
配
置
さ

れ
て
い
る
川
越
西
消
防
署
名
細
分
署
で
は
、

水
難
救
助
現
場
で
の
両
部
隊
の
緊
密
な
連

携
を
目
指
し
、
秋
季
、
冬
季
で
も
様
々
な

状
況
を
想
定
し
た
連
携
訓
練
を
通
年
に
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
毎
年
夏
本
番
を
迎
え
る
前
に

は
、
組
合
管
内
の
入
間
川
で
、
迅
速
か
つ

確
実
な
救
助
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、

各
部
隊
間
の
連
携
を
図
る
た
め
、
潜
水
隊

と
複
数
の
舟
艇
隊
と
に
よ
る
大
規
模
な
総

合
訓
練
『
水
難
救
助
連
携
訓
練
』
を
実
施

し
、
水
難
事
故
の
発
生
に
万
全
の
体
制
で
備
え
て
い
ま
す
。

消
防
局
警
防
課
　
℡
２
２
２‐

５
８
９
１

と
が
あ
り
ま
す
。
誤
っ
た
使
い
方
や
、
長
い
時
間
連
続
使

用
を
続
け
る
と
、
鉄
板
の
熱
が
伝
わ
り
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が

過
度
に
加
熱
さ
れ
爆
発
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
使
用
上

の
注
意
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
花
火

　
花
火
は
、
ろ
う
そ
く
な
ど
を
使
っ
て
種
火
か
ら
離
れ
て

点
火
し
ま
し
ょ
う
。
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
花
火
に
書
い

て
あ
る
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
、
周
囲
に
燃
え
や
す
い

物
の
な
い
、
広
い
場
所
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

　
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
、
消
火
器
の
安
全
上
の
注
意

事
項
の
表
示
義
務
や
、
適
応
火
災
表
示
の
変
更
な
ど
、
新

し
い
規
格
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
消
火
器
を
購
入
さ
れ
る
方
は
、
新
し
い
規
格

の
消
火
器
で
あ
る
こ
と
が
一
目
で
わ
か
る
『
適
応
火
災
表

示
の
イ
ラ
ス
ト
』
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
既
に
購
入
、
設
置
さ
れ
て
い
る
古
い
規
格
の
消

火
器
が
、
す
ぐ
に
使
え
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
改
正
を
利
用
し
た
悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
に
も
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
消
防
局
予
防
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

申
込
受
付
　
８
月
１
日
㈬
か
ら
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で
、
電
話
に
て
受

　
　
　
　
　
付
い
た
し
ま
す
。

消
防
局
救
急
課
　
℡
２
２
２‐

０
１
６
０

　
今
年
の
夏
も
、
節
電
対
策
で
扇
風
機
は
大
活
躍
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
夏
は
海
や
山
の
レ
ジ
ャ
ー
で
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
火
な
ど
を
楽
し
む
人
も
多
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
楽
し
い
季
節
を
快
適
で
安
全
に
過
ご
す
た
め
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
扇
風
機

　
長
年
使
用
し
て
い
る
扇
風
機
は
、

熱
や
湿
気
、
ほ
こ
り
な
ど
の
影
響

で
、
部
品
が
劣
化
し
発
熱
や
出
火

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
異
常
が
あ

る
時
は
す
ぐ
に
使
用
を
中
止
し
、
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
な

ど
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

●
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
使
用
す
る
こ

水
難
救
助
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
【
潜
水
隊
】

水
辺
の
事
故
、水
難
救
助
に
備
え
て
い
ま
す
！

川
越
会
場
で
は
、
消
防
音
楽
隊
の

演
奏
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取

り
扱
い
説
明
も
実
施
し
ま
す
！

精 鋭 揃 い の 屈 強 な 潜 水 隊 員

水辺の事故には
十分に注意して
ください！

昨 年 の 屋 外 イ ベ ン ト の 様 子

救命講習申し込み先電話番号
　　【消防局救急課】２２２－０１６０

消火器の
適応火災表示のイラスト

普通火災
A火災

油火災
B火災

電気火災
C火災

改正前 改正後

白

黄

青

白

黄

青

※屋外、屋内、両イベントの参加費は無料です。

【
Ａ
Ｅ
Ｄ
訓
練
】

【
普
通
救
命
講
習
】
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川越地区消防組合

2012年度全国統一防火標語　『消すまでは　出ない行かない　離れない』2012年度全国統一防火標語　『消すまでは　出ない行かない　離れない』

水
辺
の
事
故
に
注
意
!!

　海
や
河
川
、
プ
ー
ル
な
ど
の
水
辺
で
起
こ
る
事
故
は
、
一
般
に
水
難
事
故
と

よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
夏
を
迎
え
る
こ
の
時
季
に
な
る
と
、
「
水
泳
中
に

人
が
溺
れ
た
！
」
、
「
子
供
が
川
に
流
さ
れ
た
！
」
と
い
っ
た
水
難
事
故
が
、

全
国
で
数
多
く
発
生
し
ま
す
。

　屋
外
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
絶
好
の
季
節
、
水
遊
び
や
釣
り
な
ど
で
水
辺
に

出
か
け
る
機
会
も
増
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
水
難

事
故
か
ら
身
を
守
り
、
楽
し
く
安
全
な
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

●
ひ
と
り
で
は
水
辺
に
遊
び
に
行
か
な
い
。

●
小
さ
い
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。
ま
た
、
絶
対
に
子
供
だ
け
で
は
水
辺
で

　遊
ば
せ
な
い
。

●
急
に
は
水
に
入
ら
ず
、
よ
く
準
備
体
操
を
し
て
、
定
期
的
に
休
憩
を
と
る
。

●
釣
り
な
ど
で
ボ
ー
ト
に
乗
る
時
は
、
必
ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

●
気
象
の
変
化
に
よ
く
注
意
し
て
、
天
候
が
悪
化
し
た
時
は
水
辺
か
ら
離
れ
、

　安
全
な
建
物
な
ど
に
避
難
す
る
。

　泳
い
で
助
け
に
い
く
の
は
非
常
に
危
険
で
す
。
絶
対
に
不
用
意
に
飛
び
込
ま

ず
、
す
ぐ
に
消
防
署
に
通
報
し
、
大
き
な
声
で
周
囲
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
協
力
者
が
集
ま
り
、
十
分
な
安
全
が
確
認
で
き
た
場
合
に
限
り
、
周

囲
の
人
と
協
力
し
、
ロ
ー
プ
や
釣
り
竿
、
浮
き
輪
な
ど
を
使
い
、
溺
れ
て
い
る

人
を
陸
地
に
引
き
寄
せ
て
助
け
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
も
、
絶
対
に
水
の
中
に
入

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
安
全
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
事
故
現
場
か
ら
目
を

離
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
消
防
隊
の
到
着
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　一
人
ひ
と
り
が
注
意
を
払
い
、
水
難
事
故
を
防
止
し
て
、
楽
し
い
夏
の
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

消
　

防
　

局
　

警
　

防
　

課
　
℡
２
２
２
‐
５
８
９
１

消
防
局
指
揮
統
制
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
０
０

【
水
難
事
故
を
防
止
す
る
ポ
イ
ン
ト
】

【
も
し
、溺
れ
て
い
る
人
を
見
た
時
は
！
】

2012.6
第２２号

水難事故の発生時季に備えた、潜水隊と舟艇隊の連携訓練の様子

平成24年度予算　　4,735,149,000円 消防局総務課　TEL 222-0741

歳 入

歳 出
※比率（％）の合計は、端数処理の関係で100％とならない場合があります。「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。

　当消防組合は平成23年度に救助工
作車Ⅲ型を更新しました。
　この車両は川越中央消防署に配置
され、救助活動に関する専門的な知
識と技術を併せ持った高度救助隊が
運用します。
　一般的な救助用資機材のほか、災
害時の人命検索の効果を大きく向上
させる『電磁波探査装置』、『二酸
化炭素探査装置』といった高度な探
査装置を新たに積載し、管内救助体制の更なる充実強化を図りました。
　その活動は当消防組合管内にとどまらず、大規模な災害が発生した時は、緊
急消防援助隊として出動し、被災地での救助活動にあたります。
消防局警防課　℡２２２－５８９１

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　消
火
活
動
の
協
力
に
対
し
、
消
防
局
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

・
川
越
市
新
宿
町
三
丁
目

　
　佐
野
和
美
さ
ん

・
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　佐
野
ち
ひ
ろ
さ
ん

・
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　佐
野
宏
和
さ
ん

・
坂
戸
市
大
字
横
沼

　
　
　
　八
巻
勝
さ
ん

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

さ

の

さ

の

か
ず

み

さ

の

ひ
ろ

や

ま
き
ま
さ
る

か
ず

負担金（消防行政を運営するのに必要な負担金（組合を構成する川越市･川島町からの負担金））
使用料及び手数料（消防関係検査等の手数料等）
財産収入（基金運用の利子等）
繰越金（前年度から持ち越されたお金のこと）
諸収入（受託収入等の他の収入科目に含まれないもの）
組合債（金融機関等からの借入金）
歳入合計

4,474,566,000円
4,070,000円
125,000円

20,000,000円
24,788,000円
211,600,000円

4,735,149,000円

（94.5％）
（ 0.1％）
（ 0.0％）
（ 0.4％）
（ 0.5％）
（ 4.5％）

議会費（議員報酬等の議会運営費）
総務費（組合管理者・公平委員・監査委員等の特別職の報酬等の経費）
消防費（消防・救急等に必要な経費及び消防施設の建設費等）
公債費（借入金の元金、利子の返済のための経費）
予備費
歳出合計

5,740,000円
3,090,000円

4,424,818,000円
297,001,000円
4,500,000円

4,735,149,000円

（ 0.1％）
（ 0.1％）
（93.4％）
（ 6.3％）
（ 0.1％）

平
成
23
年
度
の
情
報
公
開
制
度
と

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
報
告

●
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

　住
民
の
み
な
さ
ん
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
促
進
と
、

開
か
れ
た
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
請
求
、
申
出
に

対
し
、
当
消
防
組
合
で
保
有
し
て
い
る
公
文
書
を
公
開

す
る
『
情
報
公
開
制
度
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　平
成
23
年
度
の
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

●
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　住
民
の
み
な
さ
ん
の
権
利
や
利
益
の
保
護
と
、
公
正

で
信
頼
さ
れ
る
組
合
行
政
の
推
進
の
た
め
、
当
消
防
組

合
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ル
ー

ル
を
定
め
、
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
な
ど
を
請
求
す

る
権
利
を
保
障
す
る
『
個
人
情
報
保
護
制
度
』
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　平
成
23
年
度
の
実
施
機
関
別
の
決
定
件
数
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

虹 色 通 信 ～ 救助工作車Ⅲ型を更新!! ～

実 施 機 関

議 会

管 理 者

消 防 長

公平委員会

監 査 委 員

合 計

全部公開

0

0

0

0

0

0

部分公開

0

2

0

0

0

2

非 公 開

0

0

0

0

0

0

取り下げ

0

0

0

0

0

0

合 計

0

2

0

0

0

2

情報公開制度の実施機関別決定件数（件）

実 施 機 関

議 会

管 理 者

消 防 長

公平委員会

監 査 委 員

合 計

全部開示

0

3

0

0

0

3

部分開示

0

2

0

0

0

2

非 開 示

0

0

0

0

0

0

取り下げ

0

0

0

0

0

0

合 計

0

5

0

0

0

5

個人情報保護制度の実施機関別決定件数（件）

※ 訂正などの請求は、ありませんでした。

更新された救助工作車Ⅲ型（川越中央救助１）


